
寒地型牧草利用のすすめ
はじめに
沖縄県で永年利用される暖地型牧草は冬季に生産性が低下するため、周年を通し

寒地型牧草の栽培によりた粗飼料の確保は重要な課題となっています。このため、
冬季の収量を補完し、家畜の採食性に優れた自給粗飼料の安定生産を目指します。

1 と の特性暖地型牧草 寒地型牧草

は、 で、耐寒性は弱く、10～15℃以下で生育を暖地型牧草 25～30℃が生育適温
NDF含量は高く 乾物消停止することが知られています。一般に寒地型牧草と比べ 、

ことから、 と言われています。化率は低い 家畜の採食性は低い

は、５℃前後から生育を開始し、 で、耐暑性は寒地型牧草 15～22℃が生育適温
弱く、 も見られます。高温・乾燥条件下では生育停止や夏枯れ

イタリアンライグラスの特性2

イタリアンライグラスは初期生育が早く、低温下で
の生育が優れた草種です。栽培期間中の気象条件にも
よりますが、２～３回程度刈取りできます。また、出
穂の早晩性、耐病性、耐倒伏性、多収性、硝酸態窒素
蓄積が少ないなど多様な品種が育成されています。

「いもち病」や「冠さび病」などに対する沖縄県では、
耐病性があり、早生～極早生品種の利用を推奨しています。

イタリアンライグラス
写真は、極早生品種「さち

あおば」開花期の状況

イタリアンライグラスの収量性3

図１にイタリアンライグラス「さち
あおば」およびローズグラス「カタン
ボラ」の乾物収量を示しました。
｢さちあおば」の10a当たり合計乾物

収量は 「カタンボラ」の396kgに対し、
156％と高いことがわかります。

イタリアンライグラこのことから、
ス栽培は暖地型牧草の生育が停滞する
冬季の粗飼料確保に有効な手段である
ことがわかります。



エンバクの特性４

エンバクは一年生の植物で、吸肥性は強く、土壌の適応
範囲はｐH４～８と広く、初期生育の早い飼料作物です。

「冠さび病」に対する耐病性があり、近年、沖縄県では
されています。耐倒伏性に優れた超極早生品種が利用

エンバク
写真は、超極早生品種「ウルトラ

ハヤテ韋駄天」出穂期の状況5 エンバクの収量性

図２にエンバク「ウルトラハヤ
テ韋駄天」およびローズグラス「カ
タンボラ」の収量を示しました。
エンバク（乳熟期）の10a当たり

乾物収量およびTDN収量をローズグ
ラス（出穂始め）と比較すると、
それぞれ218％および179％と高い
ことがわかります。

エンバク栽培はこのことから、
暖地型牧草の生育が停滞する冬季
の粗飼料確保に有効な手段である
ことがわかります。

飼料価値を示す養分バランス率
は、出穂始めで121％と最も高くな
っています。このことは、生育が
進むに従ってTDN収量の増加率より
も、乾物収量の増加率が高いため
です。
TDN当たりの費用価(補正値)は、

出穂期が62円/kgと最も低くなって
出穂期はいます。このことから、

飼料価値および生産性が高く、刈
ことがわかります。取り適期である

出典（図２および表３ ：知念雅昭，冬期粗飼料の安定的な確保を目的としたエンバク栽培の有効性，地域即応技術普及活）

動支援事業，実証展示ほ実績報告書（2015）.

寒地型牧草の利用6

寒地型牧草の利用に際しては、①草地の と、暖地型牧全面更新後に播種する方法
草の年内最終刈取り後に② などがあります。簡易更新・追播する方法



【 】生産性が著しく低下した草地を した事例（イタリアンライグラス）名護市 全面更新

低コスト生産による冬季粗飼料の確保を実現！イタリアンライグラス「さちあおば」の利用で、

9月中旬 荒廃草地で最 9月下旬 除草剤散布 翌年1月中旬 1番草刈取り
終刈取り 10月上旬 堆肥散布、耕耘 2月中旬 2番草刈取り

11月上旬 播種 ３月下旬 3番草刈取り

4月 ｢さちあおば｣の最終刈取
り後に暖地型牧草地へ転換

出典：知念雅昭，冬期粗飼料の安定的な確保を目的としたイタリアンライグラス栽培の有効性，産地を支える農業改良普

．及活動事業・実証展示ほ実績報告書，2011

【 】耕作放棄地を した事例（イタリアンライグラス）西原町 全面更新

TDN当たりの費用価自給粗飼料｢さちあおば｣の利用は、
低減に有効！

出典：高江洲斉ら，寒地型牧草を利用した自給粗飼料の安定的な確保，自給飼料生産振

興対策事業・実証展示ほ実績報告書，2017．



【 「うーまく」草地を し、 した事例伊江村】 簡易更新 エンバクを追播

春～秋季は「うーまく」利用、冬季は「うーまく」草地の簡易更新とエンバクの
年間を通した自給粗飼料の合理的な生産を実現！追播・利用で

低コストで冬場の粗飼料確保も実現！

ロータリー改良刃（縦刃） エンバク生育状況
で作溝、エンバク追播

出典：嘉手苅佳太ら，ギニアグラス｢うーまく｣草地の年間利用方法の検討，普及指導員調査研究結果，2018．

「ガットン」草地にエンバクを 、牛ふん した事例【 】竹富町・黒島 追播 堆肥でマルチ

エンバク追播後、牛ふん堆肥により種子を被覆することで、鳥類による種子の食
乾物収量が2.3倍増加！害を防止し、

（ 、 ）乾物収量 ⇒ ガットン＋エンバク： ガットンのみ：2.00t/10a4.64t/10a

「ガットン」草地へエン 牛ふん堆肥マルチの状況 エンバク（手前）と「ガットン」
バク追播・堆肥マルチ の混生状況
出典：本田祥嵩，黒島の採草地におけるエンバクおよびイタリアンライグラスの導入について，地域農業振興総合指導事

業・現地技術組立実証展示ほ実績報告書，2018．

※寒地型牧草は、暖冬・その他気象条件により生育が停滞したり、期待収量が
低いことがあります。
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